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（趣旨） 

第１条 岡山大学（以下，「本学」という）は，本学の研究・教育等によって得られた電子

的形態の学術成果・資料（以下，「成果資料」という）を収集し，インターネットを利活

用して発信することにより成果を社会に還元するため，岡山大学学術成果リポジトリ（以

下，「本学リポジトリ」という）を岡山大学附属図書館（以下，「附属図書館」という）に

設置する。 
 
（本学リポジトリに登録する対象資料）  

第２条 本学リポジトリに登録する資料（以下，「登録資料」という）は，次の各号に掲げ

る条件をすべて満たすものとする。 
一 第１条の目的を満たし，第３条に規定する者が作成に関与した成果資料であること  
二 法令，社会通念及びセキュリティ上，問題が生じない成果資料であること 
三 別表に示す資料種別のいずれかに該当する成果資料であること 

 
（本学リポジトリに登録する対象者） 

第３条 本学リポジトリに，成果資料を登録できる者（以下，「登録者」という）は，次の

各号に掲げるとおりとする。 
一 本学に在籍または在籍したことのある教職員及び学生 
二 本学の部局・センター・研究室等の各組織，またはそれらを母体とする団体 
三 本学内に事務局がある，もしくは一に該当する者が委員や代表を務める団体  
四 附属図書館長が登録を認めた者 

 
（登録資料及びメタデータの扱い） 

第４条 附属図書館は，登録資料の著作権等の権利関係，その他の公開に関わる規則等を調

査した上で，登録者に代行して本学リポジトリに登録する。 
第５条 附属図書館は，登録資料のタイトル，著者，抄録等からなるメタデータを本学リポ

ジトリに登録し，学術情報流通及びデータ活用を促進するため，機械判読に適した標準的

形式で提供する。  
 



第６条 附属図書館は，公開に支障があると判断した場合，公開を差し止めることがある。

差し止めた場合はその旨を登録者に通知し，必要があれば協議を行う。 
第７条 附属図書館は，次の各号のいずれかに該当する登録資料にデジタルオブジェクト

識別子（DOI）を付与する。 
 一 学内発行の学術雑誌論文，紀要論文，会議発表論文，図書，研究報告書 
 二 本学が学位授与した博士論文 
 三 出版社等に公開を義務付けられた研究データ 
 四 その他，登録者から希望のあったコンテンツ 
 
第８条 登録資料の著作権は，本学リポジトリに登録された後も著作権者に留保される。 
 
（登録資料の公開条件） 
第９条 本学リポジトリの登録資料には，次の各号のいずれかの利用条件が適用され，その

下で公開されるものとする。 
 一 著作権者によるライセンスの指定がない場合は，Creative Commons BY 4.0（表示 

4.0 国際）相当のライセンス，または必要に応じて Creative Commons 1.0（パブリ

ック・ドメイン提供）に相当するライセンスで登録資料等を提供する。 
 二 著作権者により，ライセンスが指定されている場合，それに準じて登録資料等のライ

センスを設定する。   
 
（資料の改廃） 

第１０条 附属図書館は，次の各号のいずれかに該当する場合は，本学リポジトリの登録資

料を削除できる。 
一 登録者から削除の申請があった場合  
二 公序良俗に反する，盗用・剽窃による成果である，または，内容が著しく不適切等の

理由により，附属図書館運営委員会が削除することを適当であると判断した場合 
 

第１１条 登録者は，登録資料については新しい版に改訂して登録することができる。旧版

については登録者と附属図書館が協議の上，扱いを決定する。 
 
（免責事項） 

第１２条 附属図書館は登録資料の公開にあたり，利用者に対して利用条件について注意

を喚起する。その上で，登録資料の公開によって発生した損害については，附属図書館は

一切責任を負わないものとする。 
 
（担当組織） 

第１３条 本学リポジトリに関する事務は，附属図書館情報管理課が担当する。 
 



 
附 則 

 この要項は，平成１８年４月２４日から施行する。 
附 則 

 この要項は，平成２０年４月１日から施行する。 
附 則 

 この要項は，平成２２年４月１日から施行する。 
附 則 

 この要項は，平成２５年７月１１日から施行する。 
附 則 

 この要項は，平成３０年４月１日から施行する。 
附 則 

 この要項は，令和 ４年４月１日から施行する。 
 
別表 
登録資料の種別 定義 
学術雑誌論文 学術雑誌に掲載された論文 
学位論文 博士論文，修士論文等 
紀要論文 紀要類に掲載された論文 
会議発表論文 会議の報告等に掲載された論文 
会議発表用資料 会議で発表されたプレゼンターション資

料，ポスター，口頭発表資料等 
図書 図書全体，図書の章等 
テクニカルレポート テクニカルレポート，ディスカッションペ

ーパー，ワーキングペーパー等の機関発行

の報告書 
研究報告書 科研費等，研究助成金による研究成果の報

告書 
一般雑誌記事 学術論文以外の記事 
プレプリント プレプリント 
教材 授業等で用いる資料 
データ・データベース 実験記録等のファクトデータ，及びそれら

の集合からなるデータベース等 
ソフトウェア ソフトウェア 
その他 上記以外で第 1 条の目的を満たすもの 

 


